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Chlamydia trachomatis尿 道 炎 のRU28965に よ る 治 療 成 績

小 島 弘 敬 ・森 忠 三

日赤医療セ ンター泌尿器科

Chlamydia trachomatis感 染 に よる男 子尿 道炎19例,女 子 子宮 頸管 炎1例 の計20例 に対 す るRU

28965の 臨床 効果 について検討 した。Chlamydia trachomatisの 検出 は,細 胞培養法(ヨ ー ド染色)に よ

り封入体 数を数えるこ とによって行 った。RU28965投 与量は1日300mgあ るい は400mg,投 与 日数

は7日 または14日 であ った。RU28965投 与によるChlamydia trachomatisの消失率 は85%(17/20)で あ

ったが,そ の うち4例 は休薬後再 び陽性 となった。 また,主 治医判定に よる有効以上の有効率は50%

(10/20)で あった。副作用は全例 に認め られなかった。

RU28965は フランス,ル セル ・ユ クラフ社研究所 で

開発 された新 しい経口マクロライ ド系抗生物質である。

本剤 の化 学構造式 はFig.1に 示 され る ようにErythro-

mycinAの9位 の ケ トンを2-メ トキシーエ トキ シーメチル

オキシムで置換 した ものである。本剤の特徴 は胃酸抵抗

性 に優れ,従 来のマクロライ ド系抗生物質 よりも吸収が

良 く,半 減期 が長い とされている1)。また,抗 菌スベ ク

トラム,抗 菌 活性 はエ リス ロマ イシ ンとほぼ等 しく,

Chlamydia trachomatisに 対 して も優れた抗菌活性 を示す

ことが報告 されてい る21。

今 回,我 々はフランスでクラ ミジア性尿道炎に対 して

優 れた治験成績3)が 得 られているRU28965の 治療効果

を知る 目的で,以 下の検討 を行 った。

I.　対象および方法

昭和60年11月 から昭和61年6月 までの間に,日 赤医療

セ ンター泌尿器科 を尿道分泌物,排 尿痛,尿 道異和感 な

どを主訴 として来院 した患者の うち,尿 沈渣 において白

血球が認 め られ,細 胞培養 によ りC.trachomatisが 認め

られた21例(男 子尿道炎20例,女 子子宮頸管炎1例)を 対

象 とした。尚,男 子尿道炎20例 の うち1例 は投薬後来院

せ ず脱 落 とな った。 本剤RU289651日 量300mgま

たは400mgを 対 象患者 に朝 ・夕2回,7日 または14日

間経 口投与 し,そ の臨床効果,安 全性について検討 した。

II.　結 果

C.trachomatis尿 道炎(子 宮頸 管炎)20症 例 の年 齢分布

はTable 1の 通 りであ り,Table 2に 全症例 の大要 を示

した。RU 28965 300mgま たは400mgを7日 または14

日間経 口投 与 され た20症 例 の うち,17例 が投 薬後C.

trachomatisは陰性 となった(消失率85%)。 しか し,そ の

うち4例 が休薬2～3週 後の検査で再 び陽性 とな り,再 燃

が推定 された(症例No.10,11,13,14)。 自 ・他覚 的所

見について も同様の傾向を示 し,分 泌物については投与

前陽 性 の17例 中16例 が投与 後陰性 となったが(陰性率

94.1%),4例 は再び陽性 とな った。尿 中白血球につい

て も同様の結果であった。以上の結果 より,再 燃が推定

された ものは主治医判定を 「無効」 としたため,有 効率

(著効+有 効)は50%(10/20)で あ った。

尚,全 例 に副作用は認め られなかった。

Fig. 1 Chemical structure of RU 28965

Table 1 Age distribution of patients
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Table 2 Clinical results of chlamydial urethritis (cervicitis) cases treated with RU 28965
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III.考 察

近年,種 々の抗菌剤が開発,臨 床使 用され,開 発諸国

で感染症が医療に占める重要性が減少 していったなかで,

感染過程の問題に より,治 療方法が硝立 されてい るに も

かかわらず感染源の治療が行 われ難いなどの理由か ら,

開発諸国の患者数の急増が問題 とな っている。

1972年 以後,欧 米諸 国でC.trachomatisが 非淋菌性尿

道炎の重要 な起 因菌であ ることが報告 され4-7),我 国で

も同様 の報告が行われている8噸101。

今回,我 々は フランス,ル セ ル ・ユ クラフ社で開発 さ

れた新 しいマ クロライ ド系抗生物質RU28965を クラ ミ

ジア性尿道炎(子 宮頸管 炎)の内服治療 に用 いた結果、従

来のマ クロ ライ ドよ りも少 ない用 量でC.trachomatisの

陰性化率 は85%の 効果を示 した。 また,副 作用 も全例 に

認め られず,安 全性 が高 い薬剤であるこ とが確認 された。

しか し,4例 に薬剤休 薬後 に再燃傾向が見られた。最近,

シア トル グルーブ川 も本剤200mg7日 間投 与の二重 盲

検で,ク ラ ミジア尿道炎10症 例中7例 に投与直後 クラ ミ

ジアの消失がみ られたが,こ の うち2症 例で28±7日 後

に再然がみられ,本 剤によるクラ ミジア性尿道炎の治癒

率は5/10で あった と報告 している。 この点で今後十分な

検討が必要であ ると思われる。
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RU 28965 IN CHLAMYDIA TRACHOMATIS URETHRITIS

HIROYUKI KOJIMA and CHUZO MORI
Department of Urology, Japanese Red Cross Medical Center

We investigated the clinical effect of RU 28965 in 19 cases of male urethritis and 1 case of female cervicitis caused by

Chiantydia trachontatis, totalling 20 cases. Chlantydia trachotnatis was detected by the cell- culture method(iodine staining)

by which cell inclusions are detected. A daily dose of 300 or 400 mg of RU 28965 was administered for 7 or 14 consecu-
tive days. The elimination rate of Chiatnydia trachornatis was 85% (17/ 20), but in 4 of the 17 cases, it subaequently be-

came positive again.
The efficacy rate graded and evaluated by the attending physician as effective and better was 50% (10/ 20). No side-

effects were observed.


